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Bei Meerschweinchen fuhrte der Verfasser die totale Exstirpation der Schilddruse 

aus und liess die Tiere 5, 10, 15, 30 oder 61 Tage lang weiter leben, um dann sie zu 

toten und ihre Nebennieren histologisch zu untersuchen. Dabei bediente er sich 

verschiedener Untersuchungsmethoden, unter denen verschiedene Lipoidfarbungen, 

Da Fano'sche Methode fur Darstellung des Golgischen Apparates und Polarisations

untersuchung besonders hervorzuheben sind. Als Kontrolle zog er immer in Betracht 

Nebennierenpraparate der normalen Meerschweinchen, die genau in derselben Weise 

wie bei Versuchsmaterialien behandelt wurden.

Die Ergebnisse sind wie folgt:

Beim Meerschweinchen hat die Thyreoidektomie keine krankhafte Erscheinung, 

wohl aber eine Gewichtzunahme der Nebennieren zur Folge. Dabei nehmen die Lipoide 

dieser Organe vor allem Cholesterinester an Menge zu, und die Zellen der Zona 

glomerulosa erfahren Vergrosserung und Vermehrung, wahrend die Zellen der Zona 

fasciculata und reticularis Bilder der regressiven Veranderung zeigen, und die Zellen
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der Marksubstanz sich nicht besouders verandern. Der Golgische Apparat in der 

Nebennierenrinde entwickeln sich nach Thyreoidektomie aufangs, aber spater (vom 

30. Tage des Versuches an) verfahrt er allmahlich eine Reduktion und tritt in den 

Hintergrund. (Kurze Inhaltsangabe.)
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第1章　 結 論 及 ビ文 獻

近來 内分泌學 ノ發達 ニ伴 ヒ,副 腎 ノ機能竝 ニ其 ノ内分 泌學 的重要性 モ漸 ク一般 ニ認 メラルル

ニ至 リシモ,甲 状腺剔出後 ニ起 ル副腎 ノ組織學 的變 化ニ關 シテハ
,文 獻乏 シク,且 其 ノ成績 相

一 致 セズ.是 レ余 ガ恩師上坂 博士 ノ指 導 ヲ受 ケ
,之 ガ研究 ニ着 手 セ シ所以 ナ リ トス.

副 腎 ト甲状腺 トノ相 互關係 ニ就 キ テハ,既 ニ1)Eppinger, W. Falte u. C. Rudinger (1908)

ノ報 告 アリ.同 氏等 ニ據 レバ
,内 分泌臟 器剔 出ニ依 リ,動 物 ハ其 ノ内分泌腺 自體 ノ脱落 ニ依 ル

直接影響 ト,相 互的關係 アル他臟器 ニ起 ル變化 ニ基 ク間接影響 トヲ蒙 ル
.而 シテ甲状 腺 ト膵臟 ,

膵 臟 ト「クローム」親和系統 トハ相 互抑制 作用 ヲ有 シ
,甲 状腺 ト「クロー ム」親和系統 トハ,相 互

催進作用 ア リ.即 チ甲状 腺 ヲ剔出 セバAdrenalinノ 分 泌減少 シ
,甲 状腺 機能昂進 ス レバ,膵 臟

ノ機能 ハ抑 制 セラ レAdrenalinノ 分 泌增 量 ス
.又 甲状腺 剔出 ニ依 リテ,含 水炭 素及 ビ脂 肪 ノ分

解 ハ緩徐 トナ リ,且 膵臟 ノ機能 昂進 スル ヲ以テAdrenalin糖 尿 ヲ招來 セズ ト云
ヘ リ.然 レドモ

同氏等 ハ副腎 ノ髓質 ニノ ミ着眼 シ,皮 質 ノ作用 ハ顧 慮 セザ リキ
.

皮質 ノ研究 ハ其 ノ歴史新 ラシク,最 近20數 年 來 行ハルル ニ過 ギズ
.而 シテ其 ノ生命維持 ニ

關 シ,髓 質 ヨ リモ寧 ロ重 大ナル意 義 ヲ有 スル コ トハ
, 2)Swale Vincet, 3)Biedle , 4)Hueck,

 5)Lacassague
, 6)德 光 氏等 ノ確定 セシ所 ナ リ.尚 ホ皮質 ガCholin様 物 質 ヲ含有 スル コ ト

ニ ヨ

リ其 ノ作用髓質 ト互 ニ相 拮抗 ス ト主張 セル者 アリ(7)Dietlich u
. Siegmond, 8)德 光) .
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甲状腺 ト副腎 皮質 トハ,機 能 上相互抑制的 ナル コ トハ德 光氏等 ノ實驗 ニ依 リ一般 ニ信 ゼラ レ

タルモ ノノ如 シ.

茲 ニ甲状腺 剔出後 ノ副 腎 ノ變 化 ニ關 スル文獻 ヲ摘 録 セ ンニ,

9)E . Gleyハ 甲 状腺剔出後長 ク生存 セ シ家兎 ニ於 テ,副 腎 ノ肥大 及 ビ脂 肪 ノ增 加 ヲ認 メタ リ.

而 シテMixodemノ 症 状 ヲ呈 セザル限 リ副腎 ノAdrenalin含 量 ハ減少 セズ ト斷定 セ リ.

10)Pick u . Pineresハ 甲状腺 剔出後6乃 至10週 ヲ經過 セル山羊(2例)ニ 於 テ副腎 ノ著 シク

肥 大 セル ヲ認 メ, Biedleモ 犬 ノ甲状腺 剔出後副腎 皮質 ノ輕度 ノ肥 大 ヲ認 メタ リ.

11)Caulandハ 「レントゲ ン」放射 ニ依 ル甲状腺 萎縮 ノ際,副 腎皮質成 分 ノ增 量 ヲ認 メタ リ.

12)Albino
, 13)Lucien u. Parisot, 14)Hoskinsハ 犬 ノ甲状腺 及 ビ副 甲状腺 ノ剔出 ヲ行 ヒ,全

剔 出 ノ場 合ニ ハ高度 ニ,部 分的 剔出 ノ場 合 ニハ弱 ク,副 腎 ニChalesterin增 量 シ,血 液中 ノ

Chalesterinハ 前 者 ノ場合 ハ減少 シ,後 者 ノ場 合 ハ強度 ニ增 量 スル コ トヲ認 メタ リ.

15)Wegelinニ 據 レバ
,人 類 ノ甲状腺 剔 出後,惡 液質 ヲ惱 メル人 ニ於 テ,副 腎絲毬 層 ノSklerose

ニ陷 リ,束 状層 ノLipoide含 有 量 ハ甚 ダ強度 ニ,絲 毬層 ノモ ノハ,幾 分僅 ナ レドモ特記 スべキ

増量 ヲ示 シ,束 状層 ニ於 テハ數多 ノAdenomヲ,髓 質 ニ於 テハ, Lymphozyten及 ビPlasma

細 胞 ノ2, 3ノ 集 群 ヲ見 タ リ ト.

16)Marinesco u . Parhonハ 犬 ニ於 テ甲状腺剔 出後, Scharlachrotニ 染 色スルLipoideノ 減

少 ヲ認 メタ リ.

17)得 能 ニ據 レバ
,犬 及 ビ家 兎 ニ於 テ ハ,甲 状 腺剔 出後血 清「コ レステ リン」ノ增 量 ヲ來ス ト.

18)Blaier Bellハ 甲 状腺剔 出後副腎 束状層 ノ石灰 沈着 ヲ認 ノタ リ.

19)Tatumハ 野 兎 ニ於 テ甲状腺 剔出後
,髓 質 ノ肥大增 殖 及 ビ皮 質内脂肪 様物 質 ノ增量 ヲ確定

シ20)Hammetハ 成 長 シツツ アル鼠 ニ甲状 腺 剔出 ヲ行 ヘバ,副 腎發育障碍及 ビ退 化 ヲ起 ス ト報

ジ, 21)Wegelinハ 甲状腺 缺損症 ヲ惱 メル生後3週 ノ小見 ニ於 テ副 腎甚 ダ肥大 シ,皮 質 ハ少量脂

肪 様物質 ヲ含 有 シ幅廣 キヲ見 タ リ.

22)Siebenthalハ 甲状腺 缺損症 ニ罹 レル1箇 年 半 ノ女 兒 ニ於 テ
,副 腎 ノ發 育著 明 ナル ヲ認 メ,

 21)Wegelinハ 上 例 ハ他 ニ
,甲 状腺 缺損症 ノ年 長 見(2例)ニ 於 テ,副 腎皮質 ニ多量 ノLipoide

ア リテ髓 質 モ良ク形成 サ レ,「 ク ロー ム」反應 モ正 常ナ リシヲ確 メタ リ.

23)Carlsonニ 據 レバ
,幼 キ家 兎 ニ於 テハ甲状腺全 剔出後常 ニ副 腎 ガ正常 ノモノ ヨリ2乃 至3

倍 ニ肥大 ス ト.

24)G . N. Stewart and Y. M. Ragoffハ25例 ノ家 兎ニ甲状腺 剔出 ヲ行 ヒシニ,數 週 乃至1

箇 年後 ニハ,副 腎 ノ重量 及 ビAdrenalin含 有量 ハ著明 ニ增 加 ス ト記 載 セ リ.

25)Herringハ 甲状腺 全剔 出(副 甲状腺 モ共 ニ)ヲ 行 ヒ,術 後30乃 至73日 間 生存 セシ5例 ノ

家 兎 ニ於 テ,副 腎Adrenalin含 有 量 ノ永 久的變 化ハ假 令へ之 アル モ極 メテ軽微 ニ シテ且副腎重

量 ハ變化 セザル ガ如 ク,動 物ハ何 等 ノ症状 ヲモ呈 セザ リシ ト云 ヘ リ.
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14)R . G. Hoskinsハ 幼 犬(牝)ニ 於 テ,甲 状腺 剔出後,副 腎肥 大 ヲ認 メ シモ,初 生 ノ豚 鼠 ニ

於 テハ,甲 状腺 剔出後16日 目ニ,副 腎ニ何等變化 ヲ認 メザ リシ ト.

26)Rogowithハ 甲 状腺 剔出 ヲ行 ヒシ野兎 ニ於 テ副腎 ノAdrenalin含 有 量 ハ何等 ノ變化 ナ ク,

又 甲状腺剔出後2乃 至4箇 月生存 セ シ動物 ハ何 等手術 ニ原因 スル症状 ヲ呈 セザ リシ ト云 ヘ リ.

27)辻 ハ甲状腺 ヲ剔出 セ シ動物 ニ於 テ副腎肥大 ヲ認 メズ ト主張 シ
,28)野 坂 モ甲状腺 ヲ剔 出 セ シ

「ラツテ」ニ於 テ,副 腎 ノ重量 竝ニAdrenalin含 量 ニ著變 ヲ來 サズ ト報 告 シ, 29)Hofmeisterモ

甲 状腺 ヲ剔 出 セシ動物 ノ副腎 ハ無 變ナ リ ト云ヘ リ.

尚 ホ甲状腺機能昂進又 ハ甲状腺物質飼 養 ノ際 ニ於 ケル副腎 ノ所 見 ニ關 スル文獻 ヲ記 載 セ ンニ

30)Goldzierハ 「バ セ ドー」氏病 ニ於 テ副 腎 ノAdrenalin含 量 ノ增 加竝 ニ同患 者血清 ノ散瞳 作用

ノ增強 ヲ記 載 シ, 31)Pattevelハ 「バ セ ドー」氏病 ニ於 テ著大 ナル核 ヲ有 スル副腎髓質細胞 ノ肥大

増殖ヲ認 メタ リ.

32)Herringニ 據 レバ
,甲 状腺機 能昂 進ス レバ副 腎 ノ重量竝 ニ大 サハ增 加 ス ト.

之 ニ反 シ33)Friedmannハ 「バ セ ドー」氏病 ニ於 テ,副 腎皮質機 能低 下ヲ認 メタ リ.

34)Aschoffニ 依 レバ
,甲 状腺 物質飼 養 ノ爲副腎 皮質 ハ肥 大ス ルモ其 ノLipoideハ 減 少 ス ト.

35)河野 モ甲状腺物質飼養 ニ依 リ
,副 腎Lipoid (Cholesterin)ガ 減 少 シ,甲 状腺 剔出 ニ由 リ

テ,其 ノ增量スルヲ化學的 ニ證明 セ リ.

36)E . K. Wolfニ 據 レバ,白 鼠 ノ副腎Lipoideハ 甲状 腺越幾斯飼養 ニ由 リテ消失 ス ト.

37)Cramerハ 此 際副腎皮 質細胞 ガ寒冷
.或 ハ傳染病時 ニ於 ケル ガ如 キ變 化 ヲ呈 スルハ,皮 質

細胞 ノ過負擔 ノ爲 ナ リト稱 セ リ.

38)Munk
, F. Krausモ 甲 状腺物質 飼養,又 ハ甲状 腺機 能昂進 ニ由 リテ副腎Lipoide含 量 ノ

低下 ヲ來 ス ト報 ゼリ.

39(Pighini u . De Paoliハ 甲 状腺物 質飼養 ニ由 リテ,副 腎ノCholesterin含 量 ハ減少 スル モ

重屈折性物質 ハ尚 ホ著明 ニ殘存 ス ト云ヘ リ.

要 之甲状腺剔出 ガ副 腎 ニ及 ボス影響 ニ就 キテハ,未 ダ斷 定的 ノ解決 テ見 ズ.副 腎Golgi氏 裝

置 ニ關 シテハ, 40)A. Pensa(海 〓 及 ビ猫), 41)Holmgren(〓) , 42)M. Pilat(〓,猿,猫,犬,

白 鼠,海 〓), 43)田 中(家 兎)ノ 記 載 アル モ,甲 状腺 剔出 ノ際 ニ於 ケル副腎Golgi氏 裝 置 ガ如何

ニ變化 スルヤノ疑問 ハ全 ク等閑 ニ附 セ ラレ居 レリ
.

第2章　 實驗材料及ビ實驗方法

實驗動物 トシテハ,生 後凡ソ6-7箇 月體重600g

内外 ノ健康ナル雄性海〓ヲ使用 シ,手 術ハ總テ無麻

醉ニテ行ヘリ.

動物 ヲ背位ニ固定 シ,甲 状軟骨ヲ目標 トシテ,其

ノ周圍 ノ毛髪ヲ拔去 シ,消 毒ヲ行ヒ
,正 中線ニ沿 ヒ

テ約5cmノ 皮 切ヲ加へ,層 々ニ筋肉ヲ切解 シ,兩 側

ノ甲状腺 ヲ探 リ,先 ヅ甲状腺動脉ヲ「コツヘル
」氏鉗

子 ニテ挫滅セシメタル後,鑷 子ニテ被膜及ビ周圍組
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織 ヨ リ甲 状 腺 ヲ殘 存 セ ザ ル様 注意 シテ剥 離 除 去 シ,

筋 肉 及 ビ皮 膚 ハ別 々ニ縫 合 シテ 術 ヲ終 レ リ.

手 術 後 動物 ハ1乃 至2日 間 運 動 不 活 溌 ニ シテ,箱

ノ隅 ニ跪 居 セ シ モ,一 般 ニ 間 モ ナ ク元 氣 恢 復 シテ正

常 ノ如 ク食 物 ヲ攝 取 スル ニ至 レ リ.手 術 後60餘 日

間 何 等 病 症 ヲ認 メザ ル モ ノ多 キ モ,稀 ニNr. 8ノ 如

ク,手 術 後 食 物 ヲ一 切攝取 セズ 箱 隅 ニ跪 居 シ,一 種

ノ呻 吟 性 ノ聲 ヲ 發 シ,次 第 ニ衰 弱 セ ル モ ノ ノ他 ニ,

背 部 ニ脱 毛 ヲ來 セ ル モ ノ2, 3ヲ 見 タ リ.實 驗 ニ當 リ

動 物 ヲ分 チテ7群 トナ シ,順 次上 記 ノ方 法 ニ從 ヒ甲

状 腺 全 剔 出 ヲ行 ヒ置 キ,一 定 時 日後 ニ 動 物 ヲ延 髓 穿

刺 ニ依 リ致 死 セ シ メ,可 及 的 速 ニ其 ノ副 腎 ヲ摘 出 シ,

鋭 利 ナ ル刄 物 ヲ用 ヒ テ,之 ヲ3枚 ノ薄 片 トナ シ,直

チ ニ各 別 ニ次 ノ如 ク固定 液 ニ投 入 セ リ.

第1片 ハ10%「 フ オル マ リ ン」液 ニ24時 間 固 定 セ

ル 後,水 洗 シ, 3μ 厚 ノ氷 切 片 トナ シ,其 ノ一 部 ハ

Sudan III或 ハNilblauニ テ染 色 シ,組 織 學 的 檢 索 ヲ

行 フ ト同 時 ニ分 極 顯 微 鏡 ニテCholesterinesterノ 分

布 ノ状 ヲ窺 ヒ,氷 切片 ノ殘 部 ハCiaccio氏 法 ニ從 ヒ

Lipoide im engeren Sinneノ 檢 索 ヲナ セ リ.

Ciaccio氏 染 色 法(川 村 氏 ニ據 ル).

5%重 「ク ロ ム」酸 加 里 液80cc

Formalin(原 液)20cc

氷 醋 酸5cc

ノ混 液 中 ニ24時 間 氷 切 片 ヲ侵 シ,次 デ此 切 片 ヲ3%

重 「ク ロ ム」酸 加 里 液 中 ニ置 ク コ ト3日 間,水 洗(10

分 間)後,漸 強 酒 精(70%-90%)ヲ 隔 テ 純 酒 精 ニ1

時 間,「 キ シ ロ ール」,純 酒 精等 分 液 ニ1時 間 入 レ,

次 ニ稀 薄 酒 精(70%迄)ヲ 隔 テ 水 洗(10分 間)後,

 Ciaccio氏Sudan III液,即 チ

80%酒 精95cc

「ア セ ト ン」5cc

ニsudan IIIヲ 飽 和 スル 程 度 ニ加 へ濾 過 シ タル モ ノ

ノ内 ニ1時 間 置 キ,或 ハNilbiauニ テ 染 色 シ, 50%酒

精 ニ1時 間 浸 セ ル後 水 洗 シ,「 グ リセ リンゲ ラ チ ン」

ニテ 封 鎖 シテ鏡 檢 セ リ.尚 ホ第5群, 6群, 7群 ノモ

ノニ 於 テ ハ,此 氷 切 片 ニ就 キWindau氏 ノDigitonin

反 應 ニ由 リCholesterinノ 消 長 ヲ檢 セ リ.

切 取 セ ル新 鮮 副 腎 ノ第2片 ハOrth氏 液 ニ24時 間

固 定 セ ル後,更 ニMuller氏 液 ニ テ2-3日 間nach

chromierenシ, 4μ 厚 ノ 「バ ラ フイ ン」切 片 ヲ作 リ,

 Haematoxylin-Eosin染 色 ヲ施 シ鏡 檢 セ リ.

切取 セ ル新 鮮 副 腎 ノ第3片 ハDa Fano氏 液,即

チ

硝 酸「コバ ル ト」1.0

「フ オル マ リ ン」15.0(中 性)

蒸 餾 水100.0

ニテ24時 間固定 シ,短 時間蒸餾水ニテ洗ヒ, 1.5%

硝 酸銀液中ニ入 レ,室温 ニテ暗所ニ18-24時 間放置

セル後再 ビ速ニ蒸餾水ニテ洗ヒ,

「ヒ ドロ ヒ ノ ン」1.5

亞 硫 酸 曹 達0.3-0.5

中 性 「フオ ル マ リ ン」15.0

蒸 餾 水100.0

ヨ リナ ル還 元液 ニテ8-24時 間 還 元 シ,水 洗 後, 50%

酒 精 ヨ リ漸強 酒 精 ニ移 シ,「 バ ラ フ イ ン」包 埋 ヲ行 ヒi

4μ 厚 ノ切 片 トナ シ,「 バ ルサ ム」ニ テ封 鎖 シ, Golg,

氏 裝 置 ノ檢 索 ニ供 セ リ.尚 ホNr. 22及 ビNr. 42ノ

試 驗 動 物 ノ檢 索 ニ當 リテ ハ,其 ノ副 腎 組 織 ノ1片 ヲ

「フ レ ミ ング」氏 弱液(2%Osmiumsaure水 溶 液5分, 

1%Chromsaure水 溶 液25分, 1%氷 醋 酸10分,蒸

餾 水60分 ヨ リ成 ル)ニ テ7日 間 固定 シ,後24時 間

水 洗後, Paraffin切 片 トナ シ, 1%ノSaffranin水 溶

液 ニテ1-20時 間染 色 シ,水 洗 後1%鹽 酸 酒 精 ニテ

辨 色 シ,酒 精, Bergmot油 ヲ經 テ 「バ ル ヲ ム」 ニテ

封 鎖,或 ハ 特 ニ核 ノ状 ヲ知 ラ ンガ爲, Saffranin染

色 後 更 ニHaematoxylinニ テ 染 色 シ同 様 ニ處 置 セ

リ.
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第3章　 實 驗 成 績

第1節　 正 常 海 〓Nr. 6, Nr. 14, Nr, 21, Nr. 27, Nr. 53ノ 副 腎 所 見

第1項　 Haematoxylin-Bosin染 色 上 ノ所 見

成熟 セ ル海〓副腎 ニ於 テ ハ,皮 質及 ビ髓質 ハ明 カニ識別 ス ル コ トヲ得.皮 質 ハ更 ニ絲毬層,

束状 層及 ビ網 状層 ニ分タ レ,最 外 ノ絲毬層 ハ原形 質 ニ乏 シキ多 角形,或 ハ稍 々扁平,或 ハ不 正

形 ノ細 胞 ヨ リナ リ,球 状 ニ群 集 シ,外 表 ハ彈力纎維 ニ富 メル被膜 ヲ以 テ覆 ハル.被 膜 ヨリ分岐

セル結締織 ハ細束 ニ別 レテ皮質 細胞群 間 ニ進 入 セ リ.皮 質 ノ大 部分 ヲ構 成 セル束状層 ハ,原 形

質 ニ富 メル多角形 無膜 ノ細 胞 ヨ リ成 リ,細 胞 索 ヲ形成 シ,線 状 ニ排 列 シ,細 胞 索間 ニハ毛細 血

管及 ピ結締織 ヲ見 ル.

束 状層 ト内層,即 チ網状層 トノ境 界ハ鋸 齒状 ヲ呈 シ,甚 シク不 規則 ナ リ.網 状層 ハ髓質 ト不

規則 ニ境 シ,原 形質 ニ富 メル多 角形,或 ハ不 正圓形 ノ細胞 ヨ リ成 リ,各 細胞 ハ互 ニ連 リテ網 工

ヲ形成 シ,原 形質 中ニ ハ色素顆 粒ヲ含有 セ リ.但 シ此顆粒 ハ多數 ノ研 究者 ニ據 レバ,年 齡 ト共

ニ增 加 ス ト.一 般 ニ皮中細 胞 ノ核 ハChromatinニ 乏 シク,内 ニ1乃 至數 箇 ノ核 小體 ヲ有 シ,

此 モノHaematoxylin-Eosinニ 濃染 ス.束 状層 細胞 ニ於 テハ, Protoplasma中 ノLipoideガ

酒精 ニ由 リ溶解 シテ空胞 ヲ生 ジ,蜂 〓状 ヲ呈 セル モノ少 ナカ ラズ.髓 質 ハ類 圓形,或 ハ多角形

ノ無膜 ノ細胞 ヨリ成 リ,不 規則 ナル集塊,若 クハ束 索 ヲ形成 シ, ProtoplasmaハChromニ

由 リ黄褐色 ニ着染 セル顆 粒 ヲ以 テ充實 セラ レ,其 ノ内 ニ在 ル核 ハ,球 形,或 ハ橢 圓形 ニ シテ,

 Chromatinニ 乏 シク1乃 至2箇 ノ核 小體 ヲ藏 セ リ.稀 ニ原形 質 中ニ1乃 至數箇 ノ空胞(Sekre

tvakuolenナ ラ ン: Pfeiffer)ヲ 含 有 セル細 胞 ヲ見ル.髓 質細胞 間 ニハ單獨,或 ハ2, 3集 合 シテ

存在 セル神經 節細胞 ア リ.而 シテ髓 質 ニ於 テハ,結 締織 ハ各箇 ノ細 胞 間 ニ進 入 セズ(Fig. 7. u.

 Fig. 8).

第2項　 Sudan III Haematoxylin染 色 上 ノ所 見

Lipoideハ 帶 黄赤色 ニ着染 シ,細 胞 中 ニ小滴状 トナ リテ顯 出 セ リ.但 シ髓質竝 ニ皮質網 状層

ノ細 胞 ニ於 テハ之 ヲ缺 キ,絲 毬 層 ノ細胞 中 ニハ其 ノ痕跡 ヲ見 ルニ過 ギズ.然 ルニ束状層 ノ細胞

ニ於 テハ著明 ニ存 在 シ,而 モ其 ノ顯 出ハ特 ニ束状 層 ノ周邊 部及 ビ中央 ニ於 ケル細胞 ニ於 テ最 モ

著明 ニ シテ,同 質 小滴 ハ互 ニ融 合 シテ比 較的大 ナルLipoidtropfeuヲ 形成 シ,桑 實状 ヲ呈 セル

モ ノ多 シ.然 レドモ網状 層 ニ近 付 クニ從 ヒ急 激 ニ小滴 ハ減數 シ,且 微 細 トナ レリ.又 稀 ニ皮質

細胞 ノ2, 3或 ハ數 箇 ノ集合 シ髓質 ノ血管周 圍 ニ篏 入セル モ ノノ胞體 内ニSudan IIIニ 好染 セ

ル脂 肪様物 質 ヲ見 ル コ トア リ(Fig. 12).

第3項　 Nilblausulfat染 色 及 ビ分極顯 微鏡 上 ノ所 見

絲 毬層 ノ細胞 ハNilblausulfatニ 帶 薔 薇色 ニ着染 シ,内 ニ僅數 ノ極 メテ微細 ナル脂肪 様滴 ヲ

含 メル モ重屈 折 ヲナサ ズ.之 ニ反 シ束 状層 ノLipoideハ 帶 青薔 薇色 ニ着染 シ,強 ク重屈折セ
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リ,此 者,束 状層 ノ周邊 部 ニ比較的多 ク,網 状層 ニ近ヅク ニ從 ヒ減少 シ,且 重屈折性 ハ散 在性

トナルコ ト多 シ.絲 毬層 卜束状層 トノ境 界ハ重屈折 ノ有 無 ニ ヨ リ判然定 メ得べ シ.網 状 層竝 ニ

髓質 ニハNilblausulfatニ 着染 スル脂肪様 物質 ヲ認 メズ.

第4項　 Ciaccio氏 染 色 上ノ所 見

LipoideハCiaccio氏 染 色法 ニ由 リテ,橙 黄褐色 ノ小滴,或 ハ結晶 トナ リテ顯出 ス.此 者,

絲 毬層細胞ニ於 テハ,極 メテ少數 ノ微細 ナル小滴 トシテ現 し,束 状層細胞 ニ於 テハSudan III

染 色 ニ於 ケル ト同様著明 ニ顯 出 ス レドモ,概 シテ絲毬層 ニ近 キ部 ニ多 ク,網 状層 ニ近 ヅク ニ從

ヒ急激 ニ減 數 セ リ.網 状層細胞 ニハ其 ノ痕跡 ヲ認 ムル ニ過 ギズ.

第5項　 Golgi氏 裝 置

皮質細胞 ニ於 ケルGolgi氏 裝 置ハ一般 ニ小顆粒 トナ リテ胞 體内 ニ平等 ニ散在 セルモ ノ多 シ ト

雖モ亦棍棒状 ノ粒 子 トナ リテ現 レ,或 ハ數 多 ノ粒 子集 合 シテ塊状 トナ リ,核 ノ1側 ニ存在 シ,

或 ハ半環状,又 ハ新 月形 ヲナ シ,核 ヲ1側 ヨリ包被 セルモノ等 ア リテ一定 セズ.稀 ニ絲毬 状 ヲ

呈 シ,核 ノ1側 ニ密 在 シ其 ノ網 眼 ニ空胞 ヲ有 スルモノアルヲ見 ル.然 レ ドモ一般 ニ數 箇 ノ粒 子

集合 セルモノハ束状層 ニ多 ク,顆 粒状或ハ根棒 状 ノ分離 セル粒 子 トナ リテ存在 セル モ ノハ網 状

層 ニ多ク,全 部 ガ半環 又ハ新月形 ヲ呈 シ核 ニ接 在セルモ ノハ絲毬層 ニ多 キ ヲ見ル(Fig. 1).

髓 質細胞 ニ於 ケルGolgi氏 裝 置ハ一般 ニ發 育良好 ニ シテ粗 顆 粒 ヨ リナ リ胞 體内 ニ散在 セルモ

ノ多 シ ト雖 モ數 箇合 シテ殆 ド核 ト同大 ノ小塊 ヲ形成 シ,核 ノ1側 ニ接在 セル モノ,或 ハ之 ヲ包

被 セルモノア リ.就 中小塊 ノ大 ナルモ ノハ大 サ遙 ニ核 ヲ凌駕 シ殆 ド胞 體内 ヲ充滿 セ ルモ ノア リ.

然 レ ドモ又環状或 ハ新月形 ヲ呈 シ,核 ヲ包 圍 セル モノ或 ハ單 ニ撚轉 セル絲 状物 トナ リテ原 形 質

中 ニ散在 セルモ ノモ之 ヲ見ル.但 シGolgi氏 裝 置 ノ發育 ハ概 シテ大 ナル細胞 ニ於 テ益 々著明 ナ

リ.神 經節細胞内 ノGolgi氏 裝 置ハ著明 ニ顯出 シ網 工状ヲ呈 シ,核 ヲ圍擁 セルモ ノ或 ハ核 ノ1

側 ニ密接 シ著 明 ノ絲毬状 ヲ呈 セ リ(Fig. 2).

第2節　 甲状 腺 剔 出後5日 ヲ經 過 セ シ海〓(Nr. 19, Nr. 26)

副 腎 ノ所 見

第1項　 Haematoxylin Eosin染 色 上ノ所 見

髓質竝 ニ皮 質網状層 ニ稍 々著明 ノ充血 アリ.且 皮 質,殊 ニ 束状 層 ノ細 胞 ニ膨 大セル モ ノア リ.

 Chrom反 應 ニハ變化 ナ シ.

第2項　 Sudan III Haematoxylin染 色 上 ノ所見

正常 ノ状態 ニ比 シ組織 ハ一般 ニLipoideニ 富 ミ,單 ニ束状層 ニ於 ケルLipoidtropfenノ增 數

増大 ヲ見ル ノミナラズ,絲 毬層 ニ於 テモ少數 ノLipoidtropfenガ 細 胞 ノ周邊 ニ近 ク存在 シ,又

血管内皮細胞及 ビ髓質細胞殊 ニ血管周 圍 ノモ ノハ内 ニ微細 ノLipoidtropfenヲ 含 有 セル ヲ認

ム.
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第3項　 Nilblausulfat染 色 及 ビ分 極顯 微鏡 上ノ所 見

絲毬層竝 ニ網 状層 ニハLipoideヲ 認 メズ.然 ルニ束状層 ニ於 テハNilblauニ 着 染 セルLip

oideノ 滴 状顆粒 ハ增量 シ,所 々 ニ數 箇相 融 合 シテ塊状 ヲナ セル モ ノア リ.且 其 ノ重屈折性 モ亦

稍 々著 明 トナ レリ.一 般 ニ束状 層 ノ絲毬層 ニ近 キ部 ニ於 テハ脂肪 様物質 ノ顯 出著明 ナル ガ故 ニ

其 ノ重屈 折性 ニ依 リテ,兩 層 ノ境 界ハ判然定 メ得 ベ シ.

第4項　 Ciaccio氏 染 色 上 ノ所 見

皮 質 細胞 内ノLipoideハ 單 ニ束状層 ニ於 ケル ノ ミナラズ絲毬層 及 ビ網状層 ニ於 テモ一般 ニ増

量 セル ヲ見ル.之 ニ反 シ髓質 ニハ之 ヲ認 メズ.

第5項　 Golgi氏 裝 置

絲毬層 ノ細胞 内Golgi氏 裝 置 ハ稍 々著 明 トナ リ新月形或 ハ帽 子状 ヲ呈 シ,核 ノ一部 ヲ包被 セ

ル モノ,核 ニ接在 セル モノ,或 ハ之 ヨ リ少 シク離在 セルモ ノ等 ア リ.束 状層細胞 ノ特 ニ網状層

ニ近 キモノノGolgi氏 裝 置 ハ稍 々增 量 シ,環 状 トナ リテ核 ヲ抱 擁 セル モノ多 シ ト雖 モ,又 新 月

形,或 ハ不 整球状或 ハ不 規則 ナル塊 状ヲ呈 シ核 ノ1側 ニ接在 シ或 ハ核 ノ一部 ヲ被覆 セルモノ等

ア リ.正 常 ノモ ノニ比 シ著明 ノ變 化ヲ呈 セ リト云 フヲ得 ズ,髓 質 細胞 内 ノGolgi氏 裝 置 モ亦著

變 ヲ呈 セズ.

第3節　 甲状 腺 剔 出 後10日 ヲ經 過 セ シ海 〓(Nr. 25)副 腎 ノ所 見

第1項　 Haematoxylin-Eosin染 色上 ノ所 見

皮 質 細胞 ハ肥大 シ,束 状層 ノ表層 即 チ絲毬層 ニ接 セル部ニ於 テハ細胞 ノ增 殖 ヲ認 ム.網 状 層

ハ充 血セ リ.且 網 状層 細胞 ノ髓質 ニ近 キモノ及 ビ髓質 細胞 ハ内 ニ空胞 ヲ含有 セルモノ多 ク核 ハ

空胞 中ニ遊 離 セルカノ觀 ヲ呈 セル コ トア リ.但 シChrom反 應 ニ著變 ヲ見 ズ.

第2項　 Sudan III Haematoxylin染 色 上 ノ所 見

束状層細胞 ノLipoidtropfenハ 甲 状腺 剔出後5日 ヲ經 過 セ シモノニ比 シ稍 々增 量 セ リ.但 シ

絲毬 層竝 ニ網 状層 ノ細胞 ニ於 テハ5日 後 ノモ ノ ト大 差ナ シ.一 般 ニLipoideノ 顯 出ハ血管周圍

ノ細胞 ニ於 テ比絞 的著明 ニ シテ,且 細胞 ノ血管 ニ向 ヘル側 ニ於 テ一層顯 著 トナ レリ.

第3項　 Nilblausulfat染 色 及 ビ分 極顯微鏡 上 ノ所 見

甲状腺 剔出後5日 ヲ經 タル モノ ト特記 スべ キ差 異ヲ有 セズ.

第4項　 Ciaccio氏 染 色 上ノ所 見

皮質細 胞内 ニハ一般 ニ著 シクLipoidtropfenノ增 數增 大 セル ヲ見 ル.就 中 束 状 層 細 胞 ノ

Lipoidtropfenハ 數 箇相融 合 シテ大ナ ル滴 状或 ハ塊状 ヲナ シ,胞 體内不 定 ノ位 置ニ散在 セル ヲ

見ル.髓 質 ニハ 未ダLipoideヲ 認 メズ.

第5項　 Golgi氏 裝 置

絲 毬層 ノ細 胞内 ノGolgi氏 裝 置 ニ著變 ヲ見ズ.束 状層 ノGolgi氏 裝 置 ハ發 育甚 ダ著明 トナ リ
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殊 ニ強 ク黒染 セル小顆粒 著 シク増 數 セ リ.加 之裝 置大 トナ リ,比 較的大 ナル新 月形塊状 或 ハ網

眼 ヲ有 セル絲毬状 ヲ呈 シ,核 ヲ1側 ヨ リ包被 シ,或 ハ核 ニ接在 シ或 ハ之 ヨ リ少 シク離 在 セル モ

ノ等 モ之 ヲ見 ル.髓 質 細胞 ノGolgi氏 裝 置ハ 正常 ノ状態 ニ比 シ大差 ナキモ,少 數細胞 ニ於 テハ

裝 置崩壊 シ,微 顆 粒 トナ リテProtoplasma中 ニ散 在 セルモ ノア リ(Fig. 3).

第4節　 甲状 腺 剔 出後15日 ヲ經 過 セ シ海 〓(Nr. 18,, Nr. 2)

副 腎 ノ所 見

第1項　 Haematoxylin-Eosin染 色 上 ノ所 見

絲毬層 ニ於 テハ細胞 ノ増殖 セルヲ見 ル.束 状層 ノ細胞 ハ甲状 腺剔出後10日 ヲ經 過 セ シモ ノ ヨ

リモ稍 々肥大 セル モ著變 ナ シ.網 状層 ノ殊 ニ髓質 ニ接 セル部 ニテハ細 胞 ノProtoplasmaハ 溷 濁

腫脹 シ液化 ノ状 ヲ呈 シ,各 細胞 ノ境 界不明 トナ リ,核 モ亦Pyknoseヲ 起 セルヲ見ル.髓 質 細胞

内ノ空胞 ハ稍 々増大 セル ノ觀 ヲ呈 ス レドモ 髓質 ハ一般 ニ 甲状腺剔 出後10日 ヲ經 過 セ シモノ ト

大差ナ シ.

第2項　 Sudan III Haematogylin染 色 上ノ所 見

絲毬層 ノLihoideハ 甲状腺 剔出後10日 ヲ經 過 セシモ ノニ比 シ増量 セ リ.即 チLipoidtropfen

ハ大 サ小 ナ リト雖 モ細胞 ノ周邊 ニ近 ク稍 々密 ニ顯出 セ リ.束 状層 ニ於 テモ甲状腺 剔出後10日 ヲ

經過 セシモノニ比 シ多量 ノ脂肪 様物 質沈 着 セル ヲ認 メ,且 所 々ニ比較的 大ナル黄赤 色 ノ脂 肪様

滴 ヲ見 ル.網 状層及 ビ髓質細胞 ノ殊 ニ血管周圍 ニ存 スルモ ノハSudan IIIニ 好 染 セル滴 状顆

粒 ヲ有 セ リ.

第3項　 Nilblausulfat染 色及 ビ分極 顯徴鏡上 ノ所 見

絲毬層 ニハ微細 ナル脂肪 膿小滴 沈着 セル モ,重 屈折性 ヲ缺 ク.束 状層 ニ於 テハ重 屈折性脂肪

様滴 ハ益々増 量増數 セル ノ觀 ア リ.殊 ニ網 状層 ニ近 キ部ニ於 テハ著 明 ニ重屈折性 物質 ノ顯 出 ヲ

見 ル.網 状層竝 ニ髓質 ニ ハ重屈 折性 物質 ヲ認 メズ.

第4項　 Ciaccio氏 染 色 上ノ所見

一般 ニ皮質細胞 ノLipoideハ 甲状腺 剔出後10日 ヲ經過 セ シモノ
ニ比 シ稍 々著 明 ニ増 量シ,

就 中 束状層 ニ於 テハLipoidtropfenハ 著 シク其 ノ大 サヲ増 シ大 ナル滴 トナ リ殆 ト胞體 中 ヲ充填

セルモノ多 シ.髓 質 ニ ハLipoideヲ 認 メズ.

第5項　 Golgi氏 裝 置

絲毬層 ノGolgi氏 裝 置ハ甲状腺剔 出後10日 ヲ經 過 セシモ ノニ比 シ著明 ニ發育 シ,新 月形 或

ハ帽子状 ヲ呈 シテ核 ニ接在 セルモノ多 ク
,稀 ニ之 ヨ リ稍 々離 レテ存 在 スルモ ノア リ.束 状層 ノ

Golgi氏 裝 置ハ術後10日 ヲ經 過セ シモノ ト著變 ナ キモ,絲 毬 層 ニ近 キ細胞 ニ於 テハ,同 裝 置ハ

減 量シ新月形或 ハ帽子状 ヲ呈 シ,核 ノ大 半 ヲ彼包 シ或 ハ單 ニ顆粒状物 トシテProtoplasma中

ニ散在 セル ヲ見ル(Fig . 4).髓 質 細胞内Golgi氏 裝 置 ハ術後10日 ヲ經 過 セシモ ノ ヨ リモ稍 々
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小 トナ リ,其 ノ大 部ハ核 ニ接 在 シ,比 較的 小ナル帽子状又 ハ半環状 ヲ呈 シ,特 ニ大 ナル塊 状 ヲ

呈 シ或 ハ絲毬 状 ヲ呈 スルモ ノ等 ハ殆 ド之 ヲ認 メズ.

尚 ホ裝 置ノ崩 壊 シ,微 粒 トナ レル モノモ之 ヲ見 ル.

第5節　 甲 状 腺 剔 出後30ヲ 經 過 セ シ海 〓(Nr. 16, Nr. 23)

副 腎 ノ所 見

第1項　 Haematoxylin-Eosin染 色 上 ノ所見

絲毬層竝 ニ束状層表 面ノ細胞 ハ著明 ニ増殖 セ リ.就 中絲 毬 層 ノ細 胞 ハ著 シク増殖 シ,殊 ニ其

ノ束状層 ニ接 セル部 ニ於 テハ細胞 ハ絲毬 層特 有 ノ排列 ヲ失 ヒ寧 ロ束状 ヲナ シテ束状 層内 ニ進入

セル ヲ見ル.從 ツテ兩層 ノ境 界判然 セズ(Fig. 9).

網 状 層 ニ於 テハProtoplasniaノ 溷 濁,腫 脹,液 化 等 ノ變化 ハ甲状腺 剔出後15日 ヲ經 過 セ シ

モ ノニ比 シ稍 々著明 トナ リ.從 ツテ細胞 ノ境 界ハ一層 不明 トナ レリ.又Protoplasma中 所 々ニ

空 胞 ア リ,其 ノ内 ニPiknose或 ハKaryorrhexヲ 起 セル核 ノ遊 離状 ニ存 在セル モノア リ.斯 ノ

如 キ退 行變性 ハ網状層 ノ最 内層 タル髓質 ニ接 セル部 ノ ミニ限局 セズ シテ,同 層 ノ殆 ド全般 ニ亙

リテ之 ヲ見ル(Fig. 10).

第2項　 Suden III Haematoxylin染 色上 ノ所見

絲毬層 ニ於 ケルLipoidsubstanzハt甲 状腺 剔出後15日 ヲ經 過 セ シモ ノヨ リモ一層増量 セ リ.

束 状層 ニ於 テモLipoideハ 著 シク増量 シ細胞體 中 ヲ殆 ド充填 シ,細 胞核 ハ細胞 中心部 ニ位置ス

ル モノ アルモ,多 クハ細胞周邊 部 ニ壓 サ レ居 ル ヲ見 ル.尚 ホ小滴 状 ヲナ セルLipoid顆 粒 ノ細

胞 間腔 ニ溢 出 セル モノモ之 ヲ認 ム.網 状層細 胞 内 ニモLipoideハ 小滴 トナ リテ胞體 内平等 ニ沈

着 セルヲ見ルモ,概 シテ其 ノ顯出 ハ血管 ニ接 セル細胞 ニ於 テ著 明 ナ リ.尚 ホ血管内皮細胞及 ビ

髓質 細胞 ノ殊 ニ血管周圍 ノ モノニハLipoid顆 粒 ノ現出 セル ヲ見 ル.

第3項　 Nilblausulfat及 ビ分極顯 微境上 ノ所 見

絲毬 層 ニハ微細 ナル脂肪 様小滴存在 セル モ,重 屈 折性 ヲ缺 ケ リ.束 状層 ノ細胞 ニ於 テハ脂肪

様 滴 ハ相融 合 シテ大滴 トナ リ,殆 ド胞體 中 ヲ充填 セル モノア リ.尚 ホ束状層 ニハ微細 ナル重屈

折性脂肪 様滴 ノ存 在 スル他,所 々(殊 ニ表層1/3)ニ,結 晶 體様 ニ光線 ヲ重 屈折 スル脂肪 様物質

存 在セ リ.網 状層竝 ニ髓質 ニハ 全ク脂肪様物 質 ヲ認 メズ.

第4項　 Caccio氏 染 色 上ノ所見

絲毬層 ノ状 ハ甲状腺剔出 後15日 ヲ經 過 セ シモ ノ ト大差 ナシ.然 レ ドモ束状層竝 ニ網状層 ニ在

ルLipoideノ 顆 粒 ハ益 々増 數増大 シ,甚 ダ大 ナル滴 トナ リテ現 出 セルモ ノモ少 カラズ,且 一般

ニ 濃染 セリ.髓 質 ニ ハLipoideヲ 認 メズ.

第5項　 Golgi氏 裝 置

絲毬 層 ノGolgi氏 裝 置ハ一般 ニ顆粒 状 ヲ呈 シ,其 ノ粒 子ハ細胞 内不定 ノ位 置 ニ散在 スレ ドモ,
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稀 ニ不整 ノ小塊 ヲ形 成 シ核 ノ1側 ニ接 在 セルモ ノ,或 ハ之 ヨ リ離 レテProtoplasma中 ニ存在 ス

ル モ ノア リ.束 状層 ノGolgi氏 裝 置粒子 ハ一般 ニ甲状腺 剔出後15日 ヲ經 過 セ シモ ノヨ リモ其

ノ數及 ビ大 サヲ減 ジ,小 塊 ヲ形 成セルモノ少 ク,核 ヲ包 被 セル モノ等 ハ之 ヲ見 ズ(Fig. 5),髓

質 細胞 ノ同裝 置ハ術後15日 ノモノ ト大 差ナ シ.

第6節　 甲状 腺 剔 出後61日 ヲ經 過 セ シ海 〓(Nr. 22)副 腎 ノ所 見

第1項　 Haematoxylin-Eosin染 色 上 ノ所見

皮質細 胞 ノ變化 ハ甲状腺 剔出後30日 ヲ經 過 セシモノ ト大差 ナ シ.

網 状層 ニ於 ケル細胞 ノ退行變性 ハ術 後30日 ヲ經 過 セ シモノニ比 シ稍 々輕 度 トナ レリ.網 状

層 及 ビ髓質 ニハ充血 ヲ認 メ,髓 質 ノChrom反 應 ニハ著 變ナ シ(Fig. 11).

第2項　 Sudan III Haematoxylin染 色 上 ノ所 見

絲毬層 ニ於 ケルLipoid滴 ハ概 シテ其 ノ數及 ビ大 サ ヲ増 シ,殊 ニ束状 層 ニ接 近 セル細胞 ニ於

テハ大ナル滴 トナ リテ沈 着セル ヲ見 ル.束 状層 ニ於 テハ脂肪様物質 ハ甚 ダ薯明 ニ増量 シ,大 滴

トナ リ,胞 體 ヲ完全 ニ充填 セルモノ多 キノ ミナラズ,細 胞外 ニ溢 出 セル モノモ之 ヲ見,カ カル

部 ニ於 テハ,細 胞 ノ境 界 ハ頗 ル不明瞭 トナ レ リ.核 ハLipoideノ 甚 シク増 量 セルタ メ細胞 ノ1

側 ニ壓迫 セラル ルモノ多 ク,加 之稀 ニ細 胞間隙 ニ突出 セル モ ノア リ.網 状層 ニ於 テモ血管 ニ接

セル細胞 内ノLipoideノ 沈 着ハ比較 的著明 トナ レリ(Fig. 13).

第3項　 Nilblausulfat染 色 及 ビ分 極顯微鏡 上 ノ所見

赫毬層 ニ於 テモ多少重屈折性脂肪様物質 ノ存在 セル ヲ認 ム.束 状 層細 胞 ノ絲毬 層 ニ接在 セル

モ ノニ於 テハ重屈折性物質 ノ増量極 メテ著明 ニシテ大滴 ヲ形 成 シ,且 多數 ノ結 晶體様重屈 折像

ヲ認 ム.束 状層 ノ其 ノ他 ノ部 ニ於 テモ一般 ニ重屈 折性脂肪様物 質 ハ稍 々著明 ニ増 量 セ リ.

第4項　 Ciaccio氏 染 色上 ノ所 見

甲状腺 剔出後30日 ヲ經 過セ シモノニ比 シ,副 腎 皮質 ハ全般 ニ亙 リLipoideノ 増 量 ヲ示 セ リ.

就 中 束状層細胞内 ノLipoid滴 ハ極 メテ著明 ニ増數増大 シ,其 ノ大 ナルモ ノハ胞體 ヲ全 ク充填

セ リ.從 ツテ細胞 ノ境 界 ハ不明瞭 ナ リ.髓 質 ニハLipoideノ 存 在 ヲ見 ズ.

第5項　 Golgi氏 裝 置

絲毬層 ノGolgi氏 裝 置 ハ稍 々著明 ニ發 育 シ,撚 轉 セル絲條 トナリテ顯 ハ レ或 ハ新月形 ヲ呈 シ

ラ核 ニ接在 シ時 ニ之 ヲ1側 ヨ リ包 被 セルモ ノア リ,或 ハ小桿状又 ハ微 細 ナル顆 粒状 ノ粒子 トナ

リテProtoplasmab中 ニ散 在 セルコ トア リ.束 状層 ノ細胞 内Golgi氏 裝 置粒子 ハ甲状腺 剔出後

30日 ヲ經 過 セシモノニ比 シ一般 ニ其 ノ數竝 ニ大 サ ヲ減 ジ,束 状 層 ノ中央竝 ニ網状層 ニ接 近 セル

部 ニ於 テハ單 ニ微 細顆位状 ヲ呈 シ,胞 體 内不定 ノ位 置 ニ散在 セル モ,絲 毬脣 ニ近 キ部ニ於 テハ

裝置 ハ極 メテ幽微 トナ リ,明 カニ之 ヲ認 ムルヲ得ズ.髓 質 細胞 ノ同裝 置ハ甲状腺 剔出後15日 或

ハ30日 ヲ經 過 セル モノ ト著明 ナル差 異ヲ呈 セズ(Fig. 6).
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第4章　 總 括

以 上ノ實驗成績 ヨ リ總 括 スル ニ,副 腎 ノLipoide含 有 量 ハ正常動 物 ニ於 テモ,各 個性 ニ由 リ

且 季節 ニ從 ツテ差異 アル コ トハ既 ニ多數 學 者ノ認 ムル所 ニ シテ,余 ノ實驗 ニ於 テモ此 事實 ヲ認

メタ リ.且 甲状腺剔出後 ノ副腎 ノLipoide含 有量 モ正確 ニ其 ノ經過 日數 ニ比例 シテ増量,或 ハ

減 少 スル モ ノニ非 ルモ,數 同反 覆實驗 セル余 ノ成績 ヨ リ大約 次 ノ如 ク總 括 スル コ トヲ得.

Sudan III Haematoxylin染 色所 見 ノ総括

副腎皮質 ノSudan IIIニ 染 色 スルLipoideハ 甲状腺 剔出後5日 間 生活 セ シ海〓 ニ於 テ既 ニ

増 量 ノ傾 向 ヲ示 シ,殊 ニ束状層 ノ細胞 ニ於 テハ胞體 ハ多數 ノLipoideノ 小 滴 ヲ以 テ滿 サ レ,又

網 状層 ニ於 テモ毛 細 血管 ニ接 在 セル細胞 或 ハ毛 細血管 内皮細胞 内 ニハ幽微 ナガラLipoideノ 顯

出 ヲ見 タ リ.剔 出後15日 及 ビ30日 間 生活 セシモ ノニ於 テハ單 ニ束状層及 ビ網状層細胞 ノミナ

ラズ,絲 毬 層細胞 ニモ比較 的著明 ニLipoideノ 現 出 ヲ認 メ,就 中 束状 層細胞 内 ニ於 ケルLipoid

滴 ハ著 シク大 トナ リ,大 ナル珠滴或 ハ桑 實状 トナ リテ顯 ハルルモ ノ多 ク,核 ハ壓迫 ヲ受 ケ胞 體

ノ表 面 ヨ リ突隆 セルコ ト多 キヲ見ル.剔 出後61日 生 活 セ シ海〓 ニ於 テモ副腎皮 質内Lipoide

ノ顯 出ハ著明 ニ シテ,殊 ニ束状 層 ノ細胞 ハ全 クLipoideヲ 以 テ充 填 セラ レ,加 之時 ニLipoide

ノ細 胞 外 へ流出 セルモノ アル ヲ見 ル.從 ツテ細胞 ノ境 界甚 ダ不 明瞭 トナ レル モ ノ多 シ.絲 毬層

ニ於 テモLipoideハ 比 較的大 ナル滴 状 ヲ呈 セル モノ多 シ.尚 ホ網状層 ニ於 テハ 單 ニ血 管周 圍 ノ

細 胞 ノミナ ラズ,同 層全般 ニ亙 リ瀰 蔓性 ニ細胞内 ニLipoideノ 微 粒 子 ヲ見 ル.加 之髓 質 ノ血管

内 皮細胞 及 ビ血 管 ニ接 セル髓 質細胞 ニモLipoide顆 粒 存在 セ リ.

Nilblausulfat染 色 及 ビ分極顯微鏡上 ノ所 見ノ總 括

甲状腺剔 出後5日 ヲ經 過 セシモ ノニ於 テハ,束 状層 ノ重屈 折性Lipoideハ 稍 々増 量 シ,所 々

ニ大 ナル滴 状 ヲ呈 シテ顯出 セ リ.然 レ ドモ網状層 及 ビ髓質 ニハ之 ヲ認 メズ .剔 出後10日 及 ビ

15日 ヲ經 過 セ シモノニ於 テハ束状層 ノ重屈折性Lipoideハ 漸 次 其 ノ増加 ヲ示 シ, 30日 ヲ經 過

セバ増 量極 メテ顯 著 トナリ,且 大滴 トナ リ,結 晶體 様 ノ屈 折 ヲ呈 セル モノ多 シ.剔 出後61日 ニ

及ベバ重屈折性Lipoideハ 單ニ束状層ノミナラズ網状層竝 ニ絲毬層ノ細胞ニモ現出セルヲ見

ル.

Ciaccio氏 染色上 ノ所見

甲状腺剔出後5日 ヲ經過スレバ副腎皮質絲毬層 及ビ束状層 ニLipoideノ 増 量ヲ來 シ且網状層

ニモ幽微 ナガラLipoideノ 出 現 ヲ認 ム.爾 後 時 日 ノ經 過 ト共 ニLipoideノ 増 量 ハ益 々著 明 トナ

リ,啻 ニ束状層 ノミナ ラズ,絲 毬 層竝 ニ網状 層 ニ於 テ モ所 々ニLipoideノ 大 滴 ヲ見ル.剔 出後

61日 間 生活 シタルモ ノニ於 テハLipoideノ 増 量ハ極 メテ著 明 トナ リ,副 腎皮 質各層 ノ細胞 ハ

濃染 セルLipoideヲ 以 テ充 填 セラ レ,就 中 束状 層 ニ於 テハ本物質 ノ細 胞外 ニ溢 出 セルモ ノモ之

ヲ見ル.
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Hamatoxylin-Eosin染 色 所 見ノ總 括

甲状腺 剔出後5日 間生活 セシモノニ於 テハ,絲 毬層 ノ細 胞 ハ稍 々増殖 ヲ始 メ,爾 後時 日ノ

經 過 ト共 ニ益 々著明 ニ増殖 シ漸次束状層 内 ニ進 入 スル ヲ見ル.束 状層 細胞 ハ甲状 腺剔 出後 漸 次

Lipoideノ 増 量ニ由テ膨大 シ,剔 出後10日 間 生活 セシモノニ於 テハ網状層 細胞 ノ髓 質 ニ接 近

セルモノハ退行變 性ヲ始 ム.即 チ核 ハ終 ニPyknose或 ハKaryorrhexisニ 陷 リ,或 ハ全ク消失

シProtoplasmaハ 液 化 シテ空胞 ヲ含有 スルニ至 ル.而 シテ細 胞 ノ境 界全 ク不明 トナ レル モ ノア

ル ヲ見ル.甲 状腺 剔出後30日 間生活セ シモノニ於 テハ上述 ノ變性 ハ啻 ニ髓質 ニ接 セル部 分 ノ ミ

ナ ラズ網状層 ノ殆 ド全般 ニ及ベ リ.之 ニ反 シ束状層 ノ深部,即 チ網 状層 ニ近接 セル部 ノ細胞 ハ

僅 ニPyknose等 ノ退 行變性 ノ徴候 ヲ示 スモノア リ ト雖 モ著明 ナ ラズ.甲 状 腺剔 出後61日 間生

活 セシモ ノニ於 テハ,剔 出後30日 間 生活 セシモ ノ ト同様網 状層 ニ退 行變 性 ヲ認 ムル モ,其 ノ度

反 ツテ稍 々輕微 トナ レル ガ如 シ.

Golgi氏 裝 置 ノ總括

副腎皮質殊 ニ束 状層細胞 内Golgi氏 裝 置 ハ甲状腺剔出 後5日 ヨ リ稍 々著 明 ニ發育 シ
,剔 出後

10日 ヲ經過 セバ其 ノ粒 子ハ著 シク増數増大 ス.而 シテ顆粒 状 ヲ呈 シテ胞 體内 ニ平等 ニ密在 シ,

或 ハ集合 シテ新月形,帽 子状,或 ハ不整環状 ノ小塊 トナ リ核 ノ1側 ニ接 在 シ或 ハ不 整形或 ハ星

芒 状 ノ小塊 トナツテ核 ヨリ稍 々離在 セルモ ノア リ.然 レドモ剔 出後15日 ヲ經 過スル時 ハ,束 状

層細胞 ノGolgi氏 裝 置粒子ハ反 ツテ稍 々減數 シ且微細 トナル. 30日 ヲ經 過 セバ益 々幽 微 トナ リ.

 61日 ヲ經 過セルモノニ於 テハ
,束 状層 ノ細胞内該 裝置ハ只微 顆粒 トナ リテProtoplasma中 ニ

散在 シ,合 シテ塊状 或ハ絲毬 状 ヲ呈 セルモ ノハ之 ヲ見ズ.尚 ホ此時 期
ニ於 テハ單 ニ束状層 ノ

細 胞 ニ於 ケルノ ミナラズ網 状層細胞 ニ於 テモ同裝 置 ハ極 メテ幽微 トナ レ
ル ヲ見 ル.之 ニ反 シ絲

毬層 ノGolgi氏 裝 置ハ此時期 ニ於 テ稍 々著明 トナ リ顆粒状
,或 ハ撚絲状 ノ形素増 數 セル ヲ見 ル.

髓 質ニ於 ケル同裝 置ハ甲状腺剔 出 ニ由 リ大 ナル影響 ヲ蒙 ラザ レドモ
,剔 出後30日 ヲ經過 バ崩

壊 ノ現象 ヲ呈 セルモノ多 シ.

之ヲ要スルニ既 ニ正常時Golgi氏 裝置ノ最モ著明ニ現出 スル束状層細胞内
ノ同裝置ハ甲状腺

剔出後10日 ヲ經過 スル時ハ發育最モ著明 トナ リ爾後其 ノ粒子ハ量的竝 ニ數的ニ減少 シ
,日數 ノ

經過 ト共ニ漸次幽微 トナル.之 ニ反 シ絲毬層ノ同裝置ハ剔出後61日 ヲ經過 セル後 ニ於 テ始 メ

テ著明 ニ發育 セル ヲ見ル.

第5章　 考 按

甲状腺 剔出後副腎皮 ニLipoideノ 増 量 ヲ認 メタルハ9)Gl
ey, 19)Tatum等 ニ シテ,12)Albano

ハ此 際副腎質 ニCholesterinノ 増 量ヲ來
シ,血 液中 ノCholesterinハ 減 少 ス ト報 告 セシガ

,17)得能
,35)河 野 等ハ此際 血液 中Cholesterinモ 増 量

ス ト云 ヘ リ.45)川 村 ニ據 レバ副腎皮 質 及ビ血

液 中 ノLipoide含 有 量 ハ妊娠 及 ビ疾病 ノ場 合多 ク
ハ相 平行 スル モ ノナ リト謂 ヘ リ

.然 レ ドモ
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Lipoide代 謝 ニ 關 スル 副 腎 ノ意 義 ニ 就 キ テ ハ 種 々 ニ論 議 サ レ タ リ.

46)Schauffaud u . 47)GrigautハCholesterin u. Cholesterinesterハ 副 腎 ヨ リ分 泌 セ ラ ル ル コ

ト ヲ信 ジ,其 ノ論 據 ト シ テ 犬 ニ於 テ1側 ノ副 腎 ヲ剔 出 ス レバ 一 定 ノ潜 伏 期 後 ニ血 液 中Lipoide

 (Cholesterin)含 有 量 ノ上 昇 ス ル ハ 他 側 殘 存 副 腎 ノ機 能 昂 進 セ ル 結 果 ニ シ テ,殘 存 セ ル 副 腎 ヲ剔

出 ス レバ 血 中Cholesterinハ 増 量 セ ズ ト云 ヘ リ.

48)Elliot u . TuckettモLipoideハ 親 「ク ロ ー ム 」 物 質 ト共 ニ 副 腎 ヨ リ分 泌 セ ラ ル ル モ ノ ト

セ リ.

49)Wetmann及 ビ50)KrylowハLipoideノ 能 動説 ラ主張 シ就 中Krylowハ 家 兎 ニ於 テ
,副 腎

ハ他臟器 ノCholesterin代 謝 ニ對 シ獨 專的地位 ヲ有 スル モノニ シテ,副 腎 ハ正常時 少量 ノ重屈

折性脂 肪様質 ヲ有 スル ニ過 ギザル モ,脂 肪様質 殊 ニCholesterin及 ビ其 ノ結 合體 ノ供給 ニ由テ

甚 シク増量 ス.尚 ホ此際豫 メ存在 セルisotrope Lipoideカ 變 ジテanisotrope Lipoideト ナル.

此Metamorphoseニ 必 要 ナルCholesterin及 ビ其 ノ結合體 ハ他臟 器 ヨ リ移入 セ ラルル ヤ疑 ナ

ク,他 臟器,例 ヘバ肝臟,膵 臟 及 ビ大動脉 ニ於 ケル脂肪様質 ノ沈着 ハ副 腎皮質 ガ高度 ニ之 ヲ起

セ シ後始 メテ顯 ハル.即 チ副 腎皮質 ハCholesterin代 謝 障碍 ニ對 シテ少 ク トモ最初 ニ反應 スル

モノナ リト. 51)LandauハLipoideノ 浸 潤 説 ヲ主張 セ リ.即 ヲ副 腎 ハCholesterin及 ビ他 ノ

Lipoideノ 形 成場所 ニ非 ズ シテ,唯 之 ヲ貯蓄 シ,需 要 ニ應 ズルモ ノナ リ.換 言 ス レバLipoide

殊 ニCholesterin代 謝 ノintermediales Organト 貝 做 スベキモ ノナ リト.

52)Rothschildモ 兩 側 副腎 剔出後 血液 中 ノCholesterinノ 増 量 ヲ來 スヲ見テ浸 潤説 ニ賛成 シ
,

副 腎皮質 ハintermediales Organ des Stoffwechselsニ シテ就 中Cholesterin及 ビ他 ノLipoide

ノ代 謝 ニ關 シ重要 ナル意義 ヲ有 スル モノ ナ リ ト.

其 ノ他53)Wacker u. Hueck, 54)Sternberg, 55)Antischow, 56)川 村,57)天 野,58)堀 江 等 モ

浸潤 説 ニ賛成 セ リ.

余 ノ甲状腺剔出後 ノ所 見ニ於 テハ副腎 皮質 ノLipoide沈 着 ハSternbergノ 妊 娠家 兎副 腎 ニ

認 メタル ト同様 ニ先 ヅ毛細 血管内皮竝 ニ血管周 圍 ノ細 胞 中 ニ極 メテ微細 ナル小滴 トナ リテ顯 ハ

レ,後 漸次 一般細 胞 ニ及 ブヲ見 タ リ.此 事實 ハ浸 潤説 ニ由 ル ニ非 レバ説明 シ得 ザル所 ナ リトス.

副 腎皮質 ニ於 ケル脂 肪様物質 ノ重屈 折性 ヲ有 スル コ トハ59)Kaiserling及 ビ59)Orglerノ 始 メ

テ記 載 セル所 ナル ガ49)Weltmannハ 重 屈 折性 脂肪様質 ノ沈着 部 ニ中性 脂肪 ヲモ發見 セ リ.尚

ホ 同氏 ハLipoidtropfenノ 總 テガ重屈折 性 ヲ有 セズ シテ其 ノ一部 ハCholesterinヲ 含有 セルニ

モ拘 ラズ重屈折 セザル コ トニ注 目 セ リ. Lipoidtropfenノ 重 屈 折 ノ程 度 ハCholesterinesterノ

含 有量 ニ比例 スル コ トハ60)Aschoff, 61)Adamie, 56)川 村, 91)Schalatowニ 由 リテ確定 セラ レシ

所 ニ シテ,川 村 ニ據 レバphysiologische u. patholobische Verfettungノ 際Cholesterinester

ハ 常 ニ他 ノLipoide殊 ニ脂 肪酸 ト共 ニ沈着 ス ト.

62)A . Mayer竝 ニ63)G. Scheferニ 據 レバCholesterinノ 全Lipoideニ 對 スル比 ハ常 ニ一定
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セ リト(傳 染病 ト飢餓 ヲ除 ク).

64)Schefir及 ビ56)川 村 ニ據 レバ病 的竝 ニ生理 的Cholesterin沈 着 ノ際 ハ中性脂肪,或 ハ

Lipoideノ 沈 着 ガ先 ヅ起 リ,之 ガanisotrope Lipoideニ 變 ズ ト.余 ノ所見 ニ於 テ モ甲状腺 剔

出後絲毬 層 ニanisotrope Lipoideガ 全 然消失 セル後,即 チ術後30日 頃 ヨリ次 第 ニ單屈折性 ノ

Lipoideガ 増 量 シ,約60日 ニ シテ,始 メテ少量 ナ ガラ重屈 折性Lipoideノ 出 現 ヲ見 タ リ.

48)Elliot u . Tuckettノ 稱 フル ガ如 クanisotrope Lipoideトisotrope Lipoide及 ビ中性

脂肪 トノ間ニAntagonismusガ 存 在 シ,一 方 ノ増加 ハ他 方ノ減 少 ヲ來 タ ス トノ説 ハ,川 村u.

 Weltmannノ 否 定 セル ガ如 ク余 モ賛成 セザル所 ナ リ.絲 毬層 ニ關 シテハ50)Krylow, 54)Stern

bergハ 一 ツノproliferierende Fahigkeit ("konche Germinativa" Mulon)ノ 存 スル コ トヲ

主張 セ リ.

Kolmer u. Kolde (zit. nach Sternberg),66)中 條,6)徳 光 ハ絲毬 層 ト束状層 トノ中間 ノ細

胞 ニ於 テMitoseヲ 認 メ,又50)Krylow及 ビ54)Sternbergモ 絲 毬層細 胞 ノ盛 ニ増殖 スル ヲ認

メタルモ56)川 村 ハCholesterin使 用 ノ際Mitoseヲ 發 見セズ. 51)Landauモ 確 實 ナルMitose

或 ハHyperplasieヲ 認 メズ ト稱 セ リ.尚 ホ束状層 及 ビ網状層 ノ細 胞 ハ多 クノ學 者 ニ據 レパ再 生

機能ヲ有 セズ ト. 67)Dewitkyニ 據 レ バ多 クノ人類 反 ビ動物 ノ副 腎 ニ於 テ髓質 ニ接 セル網 状層

ノ部ニDegenerationszoneヲ 證 明 シ,副 腎 ノ發 生
,成 長 ノ際此 部 ガ生理 的 ニDegenerationヲ

起 ス ト.

余 ノ實驗ニ於テ モ甲状腺 剔出後副腎 皮質,殊 ニ束状 層 ノ細 胞竝 ニ網状層 ノ細 胞 ニLipoideガ

沈 着 シ同時ニ束状層深層 ノ細 胞竝 ニ網状層 ノ細 胞死滅 シ絲毬 層 ノ細胞 ハ(Mitoseハ 認 メ得 ザ リ

シモ)盛 ニ肥大増殖 シテ東状層 ノ細胞 ヲ補充 シ内ニ多量 ノLipoideヲ 貯 藏 スルニ至 ルヲ認 メ表

リ.

50)Krylowハ 皮 質細胞 ノ死滅 ヲ單
ニ重 屈折性Lipoideノ 過 剩 ノ蓄積 ニ歸 セルモ余 ハ寧 ロ之

ヲ副腎ノ成長機轉上 ヨ リ推考 シ,副 腎 皮質 中網状層 ガ最 モ古 ク
,從 ツテ抵抗 力最 モ薄弱 ナル ガ

故 ニ特 ニ死滅 スル モノナ リ ト信 ズ.何 トナ レバ最 モ多量 ニLipoideヲ 貯 藏 セル束状層 ニ比 シ

Lipoideノ 出 現 ノ遙 ニ後ルル網状層 ノ細胞 ガ反 ツテ早期 ニ高度 ノDegene
rationヲ 起 スガ故 ナ

リ.尚 ホ網状層 ハ生理的 ニモ多少 退行變性 ノ徴候 ヲ示 セル ガ故 ニ常 ニ絲毬層 及 ビ束状 層 ノ細胞

ヨ リ細 胞 ノ補充 ヲ受 ケツツアル モノナ ラン
.腺 細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ニ就 キテハ

,或 ハ分泌機 轉

ニ何等關係 ナ シ トセ モ ノ(68)Negri)
,或 ハ分泌機轉 ニ際 シ,裝 置ハ位 置形状 ヲ後 ズルモ

,唯

蓄 積 セ ル 分 泌 物 ノ壓 迫 ニ 由 リ受 動 的 ニ變 化 スル ニ過 ギ ズ トナ ス モ ノ(69)M
arenghi, 70)Bergen,

 71)Golgi
, 72)Kolster, 73)Cajal)或 ハ 之 ニ 反 シテ 裝 置 ハ分 泌 機 ト密 接 ナル 關 係 ヲ 有 シ

,自 動 物 ニ

其 ノ位 置 形 状 ヲ變 化 ス ル ト主 張 ス ル モ ノ ア リ. (74)Fuchs, 75)Biondi , 76)Hirschler, 77)Zawa

rzin, 78)Daineka , 79)Tschassownikow, 80)Kolatschow
, 81)Nassonov, 82)Saguchi).

近時我 ガ教室ニ於テモ腺細胞 ニ就キテ實驗的研究 ヲナシ
,同 裝置 ハ細胞機能ノ盛衰 ニ伴 ヒ,
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其 ノ位 置及 ビ形状 ニ變化 ヲ來 スモノニ シテ,分 泌機能 ト密接 ナル關係 ヲ有 スル コ トヲ確定 セ リ

(83)池 田,84)鎌 倉,85)大 森,86)白 坂,87)小 林,88)陶 守,89)幅 武,90)宇 野).

余 ノ實 驗成績 ニ據 レバ,海 〓 副腎 皮質Golgi氏 裝 置 ハ甲状 腺剔 出後5日 ヨ リ次第 ニ著明 トナ

リ10日 ニテハ最 モ發 育 セル像 ヲ顯 セ リ.即 チ此時機 ニ於 テ副腎皮質 ハ機 能昂 進 ノ状 ヲ呈 セル

モ,術 後30日 乃 至61日 ヲ經 過 ス レバ裝 置ハ次第 ニ減 量 シテ幽 微 トナ リテ細胞 ノ機能減 退 セル

ノ状 ヲ呈示 セ リ.

以 上 ノ事實 テ諸家 ノ研究 卜併 セ考 フル ニ,甲 状 腺剔出 ニ依 リ,其 ノ副腎皮質 ニ對 スル頡頏作

用 ハ消失 スル ガ故 ニ副腎皮質 ノ機能 ハ一時昂 進 ス ト雖 モ,剔 出後 副腎皮質 ノ甲状腺 ニ對 スル頡

頏作用 モ不要 トナル ガ故 ニ,後 ニハ再 ビ皮質 ノ機 能 ノ減退 ヲ來 スモノ ト確 信 ス.之 ニ反 シ髓質

細胞 ノGolgi氏 裝 置 ニハ甲状腺 剔出後著變 ヲ認 メズ.

第6章　 結 論

(I)海 〓 ニ於 テ甲状腺 テ剔出スルモ何等著明ナル病的一般症状 ヲ惹起 セズ.

(II)海 〓ニ於ケル甲状腺剔出ハ副腎重量ノ増加 ヲ來ス.

(III)海 〓ニ於ケル甲状腺剔出ハ副腎Lipoideノ 増量テ來ス.此 際Cholesterinesterハ 他ノ

Lipoider併 行 シテ増量 ス.

(IV)甲 状腺テ剔出セシ海狠ニ於テハ副腎皮質絲毬層 ノ細胞ハ肥大増殖 シ,束 状層及 ビ網状

層 ノ細胞ハ退行變性 ノ像ヲ示 スモ,髓 質細胞ニハ著變 ナシ.

(V)海 〓副腎皮質 ニ於 ケルGolgi氏 裝置ハ甲状腺剔出後,始 メ10日 間位 ハ漸次増量 シ,且

著明 トナルモ,剔 出後30日 以上經過 スレバ漸次減量 シ,且 幽微 トナル.

擱筆スルニ臨 ミ御懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ賜リタル恩師上坂博士竝 ニ八木田教授ニ滿腔ノ謝意 ヲ表

ス.
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附 圖 説 明

Fig. 1.正 常 海 〓 ノ副 腎 皮 質Golgi氏 裝 置(Da

 Fano氏 法,擴 大Zeiss. Okul. 7, 0bjek. 40,

 K. L. 35)

Fig. 2.正 常 海〓 副 腎 髓 質Golgi氏 裝 置(同 法,

擴 大 同 上)

Fig. 3.甲 状 腺 剔 出 後10日 ヲ經 過 セ シ海 〓 副 腎

皮 質Golgi氏 裝 置(同 法,擴 大同 上)

Fig 4.甲 状 腺 剔 出 後15日 ヲ經 過 セ シ海 〓 副 腎

皮 質Golgi氏 裝 置(同 法,擴 大 同 上)

Fig. 5.甲 状 腺 剔 出 後30日 ヲ 經 過 セ シ海 〓 副 腎

皮 質Golgi氏 裝 置(同 法,擴 大 同 上)

Fig. 6.甲 状 腺 剔 出後61日 ヲ經 過 セ シ海 〓 副腎

皮 質Golgi氏 裝 置(同 法,擴 大 同 上)

Fig. 7.正 常 海 〓 副 腎 皮 質 ノ絲 毬層 及 ビ束 状 層

(Hamatoxylin-Eosin染 色,擴 大 同 上)

Fig. 8.正 常 海〓副腎皮質 ノ網状層(同 法,擴 大

同上)

Eig. 9.甲 状腺剔出後30日 ヲ經過 セシ海〓副腎

皮質ノ絲毬層及 ビ束状層(同 法,擴 大同上)

Fig. 10.甲 状腺剔出後30日 ヲ經過セ シ海〓副腎

皮質ノ束状層及 ビ網状層(同 法,擴 大同上)

Fig. 11.甲 状腺剔出後61日 ヲ經過セ シ海〓副腎

皮質網状層及ビ髓質 ノ一部(同 法,擴 大同上)

Fig. 12.正 常海〓副腎(Sudan III Haematoxylin

染色)

Fig. 13.甲 状腺剔出後61日 ヲ經過セシ海〓副腎

(同 法)
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